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大気圧から BWR定格運転圧力までの幅広い圧力範囲に対して低流速域での 5×5バンドル内沸騰二相流の

ボイド率分布をサブチャンネルボイドセンサによって取得し、既存ボイド率相関式の適用性を評価した。 
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1. 緒言 事故時に原子炉水位が低下する場合、燃料の冷却特性は二相水位よって定まることを見出した。

二相水位の予測にはボイド率分布を把握することが重要である。本報では、沸騰水型軽水炉(BWR)の事故

時の低流量を想定し、大気圧から定格運転圧力までの幅広い圧力範囲を対象に、著者らが開発したサブチ

ャンネルボイドセンサ(SCVS)を用いて 5×5 バンドル内沸騰二相流のボイド率分布の計測値と既存のボイ

ド率相関式の予測値と対比して考察した結果を報告する。 

2. 実験及びボイド率相関式 有効発熱長が約 3.7 mの 5×5発熱バンドル（燃料棒径 10 mm、燃料棒ギャッ

プ 3 mm）に SCVS[1]を高さ方向に 8箇所配置し、圧力 4水準(大気圧から 7 MPa)、入口流速 3水準、熱出

力 5水準(実機崩壊熱相当、径方向・軸方向ともに一様発熱分布)に対するボイド率分布を取得した。TRACE

及び TRAC-BF1, RELAP5にも実装されているバンドル体系のボイド率相関式のうち Bestion式[2]及び EPRI

式[3]を選定して対比した。 

3. 結果及び考察 全見かけ流速と気相平均流速に対して

実験結果を整理した結果、両者に良い相関が得られた。Fig.1

にボイド率をクオリティに対して示す。3MPa以上の高圧に

対しては比較的良い一致を示した。一方、大気圧では特に

ボイド率が 60%を下回る領域はボイド率を過大評価する傾

向がある。大気圧での SCVS 計測結果から、クオリティの

増大とともに急激にボイド率が増大し、複数ロッドに亘る

大気泡が周期的に形成され、流出する特有な流動様相が観

測された。今後はこの流動様式の変動を考慮してボイド率

予測式を改良する予定である。 

4. 結論 BWR 事故時を想定した流動条件に対するバンドル内ボイド率の実験値と相関式予測値を比較し

た。3MPa以上の高圧条件に対しては良い一致を示す一方、大気圧では予測誤差が大きいことから、低圧に

特有な流動様相を考慮した改良が必要であることが示唆された。 
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Fig.1 Comparison of experimental data with 

void fraction correlations 
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